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青
空
と
緑
と
産
業
の

ま
ち
を
め
ざ
し
て

明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。

輝
か
し
い
昭
和
五
十
八
年
の
新
春
を

迎
え
皆
様
の
ご
健
勝
を
心
か
ら
お
祝

い
申
し
上
げ
ま
す
と
共
に
平
素
の
町

政
に
対
す
る
ご
理
解
と
ご
協
力
に
対

し
深
く
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

私
は
町
民
各
位
の
絶
大
な
ご
支
援

を
頂
き
、
昨
年
五
月
、
四
度
町
政
を

担
当
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

そ
の
責
任
の
重
大
さ
を
痛
感
致
し
て

お
る
所
で
あ
り
ま
す
。
新
春
を
迎
え

る
に
当
り
改
め
て
住
み
よ
い
町
づ
く

り
に
溝
蓬
い
た
し
た
い
と
覚
悟
を
新

た
に
致
し
て
お
り
ま
す
。

昨
年
は
二
度
に
わ
た
る
台
風
に
も

幸
い
本
町
は
大
し
た
被
害
も
な
く
過

す
こ
と
が
で
き
た
上
に
中
去
口
同
連
共

昭
和
バ
イ
パ
ス
の
開
高
釜
無
川
工

業
団
地
企
業
入
居
完
了
、
町
都
市
計

画
道
路
の
着
手
、
押
越
区
画
整
理
事

業
の
着
工
、
新
設
臨
校
の
町
内
建
設

石

忠

昭

和

町

長

原

決
定
、
第
二
小
学
校
建
設
用
地
の
確

定
な
ど
関
係
各
位
の
ご
協
力
に
よ
り

基
幹
事
業
は
霊
峰
山
引
い
註
宥
工

G
埋
ひ

と
な
り
ま
し
た
。
叉
農
業
に
つ
い
て

も
水
田
利
用
再
編
対
策
事
業
の
定
肴

農
地
銀
行
の
開
設
な
ど
農
業
の
近
代

化
が
進
め
ら
れ
る
な
ど
町
守
つ
く
り
の

基
礎
固
め
の
大
い
に
進
展
を
見
た
年

と
な
り
ま
し
た
。

本
年
は
こ
れ
ら
の
諸
要
素
を
充
分

に
活
用
し
て
飛
躍
発
展
を
計
っ
て
行

く
年
と
な
り
ま
し
ょ
う
。

本
年
特
に
実
施
致
し
た
い
二
、
三
の

案
件
か
ャ
申
し
述
べ
て
ご
協
刀
を
得
た

い
と
存
じ
ま
す
。

一
、
新
設
高
校
の
建
設
協
力

一
、
第
二
小
学
校
の
五
十
九
年
自
校
を

目
指
し
て
の
建
設
促
進

一
、
農
振
地
域
見
直
し
の
実
施
と
土

地
利
用
計
画
の
完
成

一
、
街
路
、
区
画
整
理
事
業
、
下
水

道
な
ど
都
市
施
設
の
建
設
促
進

一
、
か
い
じ
国
体
ボ
ク
シ
ン
グ
競
技

成
功
を
期
し
て
の
準
備
体
勢
の
確

立
一
、
老
人
保
健
法
施
行
に
伴
う
対
応

と
保
育
園
の
育
成
を
始
め
福
祉
の

増
進

貝リ

一
、
文
化
、
保
健
撃
費
等
活
動
の

場
と
し
て
の
総
合
会
館
の
早
期
実

現な
ど
を
主
体
に
「
青
空
と
緑
と
産

業
の
ま
ち
」
昭
和
町
の
建
設
に
向
い

準
進
す
る
所
存
で
お
り
ま
す
。

時
あ
た
か
も
行
政
改
革
、
財
政
再
建

が
強
力
に
推
進
さ
れ
よ
う
と
し
、
不

況
は
続
き
、
国
に
附
随
し
て
地
方
自

治
体
も
叉
大
変
な
財
政
危
機
に
直
面

し
て
お
る
時
期
で
は
あ
り
ま
す
が
何

と
か
と
の
難
局
を
乗
り
越
え
て
所
期

の
目
的
達
成
に
努
力
致
し
て
ま
い
り

た
い
と
存
じ
ま
す
の
で
町
民
の
皆
様

に
も
倍
旧
の
ご
協
力
を
賜
わ
り
ま
す

こ
と
を
お
願
い
申
し
上
げ
る
次
第
で

あ
り
ま
す
。

皆
様
方
の
ご
多
幸
を
心
か
ら
お
祈

り
申
し
上
げ
ま
し
て
新
年
の
ご
あ
い

さ
つ
と
致
し
ま
す
。

豊
か
な
住
み
よ
い

福
祉
の
町
ゃ
つ
く
り
を

謹
し
ん
で
昭
和
五
十
八
年
の
新
春

を
寿
ぎ
、
町
民
各
位
の
御
健
勝
を
心

か
ら
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

私
共
、
各
位
の
信
託
を
得
て
町
政

推
進
に
た
づ
さ
わ
る
も
の
と
し
て
何

時
も
、
町
民
と
共
に
生
き
る
使
命
に

立
ち
、
名
実
共
に
備
っ
た
町
昆
福
祉

を
実
現
す
る
こ
と
に
あ
り
ま
す
。

国
家
的
見
地
か
ら
見
ま
す
と
、
町

村
議
員
も
国
会
議
員
も
そ
の
職
責
の

重
大
性
に
お
き
ま
し
て
は
、
少
し
も

町
議
会
議
長

牧

野

方

宏

変
ら
な
い
と
思
う
の
で
あ
り
ま
す
。

私
は
こ
の
考
え
に
立
脚
し
て
、
議

員
各
位
と
も
ど
も
地
方
の
時
代
を
創

造
し
て
、
自
ら
の
知
恵
と
活
力
を
十

二
分
に
発
揮
し
て
い
く
こ
と
が
、
今

後
何
よ
り
も
望
ま
れ
る
こ
と
だ
と
考

え
て
お
り
ま
す
。

待
望
久
し
き
中
央
高
速
道
が
一
干

有
余
年
の
歳
月
を
得
て
全
線
開
通
、

時
を
同
じ
く
昭
和
バ
イ
パ
ス
の
完
成

は
画
期
的
事
業
で
あ
り
、
本
町
の
中

央
を
横
断
す
る
大
動
脈
は
、
今
後
の

本
町
の
経
済
社
会
に
限
り
な
い
墨
思

を
も
た
ら
す
も
の
と
確
信
い
た
す
も

の
で
あ
り
ま
す
。

国
母
釜
無
両
工
業
団
地
誘
致
企
業

の
完
全
操
業
も
近
く
、
幹
線
街
路
の
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推
進
と
共
に
飛
臨
時
発
展
の
礎
は
確

固
た
る
も
の
と
信
ず
る
も
の
で
あ
り

ま
す
。昨

年
は
新
設
高
校
の
誘
致
を
決
定

い
た
し
精
力
的
に
建
設
実
現
に
努
力

致
し
て
お
る
と
こ
ろ
で
す
が
、
第
二

小
学
校
建
設
も
共
に
五
十
九
年
開
校

を
目
途
に
、
本
町
の
文
化
向
上
に
名

実
共
に
本
県
の
中
心
と
し
て
飛
躍
す

べ
く
議
会
一
丸
と
な
り
取
り
組
ん
で

お
り
ま
す
。

町
の
行
財
政
運
営
を
批
判
し
、
監

視
す
る
私
ど
も
の
責
務
は
重
大
で
あ

り
、
自
主
独
立
の
気
概
に
あ
ふ
れ
た

行
財
政
運
営
を
目
指
し
、
私
ど
も
の

持
て
る
力
を
活
用
し
て
い
き
た
い
と

考
え
て
お
り
ま
す
。

社
会
情
勢
は
刻
々
変
わ
り
、
人
心

も
ま
た
変
わ
り
ま
す
。
然
し
時
代
、
が

移
り
、
思
想
が
変
化
し
て
も
、
私
は

和
の
蛙
伺
神
の
も
と
に
、
町
民
各
位
の

も
つ
英
智
を
結
集
し
、
町
民
憲
章
を

し
っ
か
り
胸
に
だ
い
て
、
社
会
事
情

を
深
め
な
が
ら
、
あ
ら
ゆ
る
諸
問
題

を
賢
明
な
対
応
力
に
よ
っ
て
、
豊
か

な
住
み
よ
い
福
祉
の
町
づ
く
り
実
現

に
努
力
し
て
ま
い
り
た
い
と
品
践
い

た
し
て
お
り
ま
す
。

甲
府
盆
地
の
中
心
「
青
空
と
緑
と

産
業
の
ま
ち
」
伸
び
ゆ
く
昭
和
町
を

目
指
し
、
議
会
一
丸
と
な
り
町
政
推

進
に
遁
進
す
る
決
意
で
あ
り
ま
す
の

で
、
各
位
の
深
い
御
理
解
と
御
協
力

を
お
願
い
い
た
す
も
の
で
あ
り
ま
す
。

旺
盛
な
る
活
力
に
あ
ふ
れ
た
町
民

の
皆
様
の
「
ふ
る
さ
と
づ
く
り
」
の

た
め
、
愛
町
の
精
神
で
事
に
処
し
、

今
後
、
幾
多
山
積
さ
れ
た
重
要
諸
問

題
に
対
し
厳
密
な
計
画
に
よ
り
、
積

極
的
に
推
進
解
決
の
た
め
全
力
投
球

の
覚
悟
で
掛
り
ま
す
。

改
年
の
猪
突
猛
進
の
亥
年
を
迎
え

各
位
の
隆
盛
と
、
健
康
で
幸
せ
多
き

こ
と
を
祈
怠
し
年
頭
の
あ
い
さ
つ
と

い
た
し
ま
す
。

活
力
と

ぬ
く
も
り
と
を

教
育
委
員
長

一
九
八
三
年
の
輝
や
か
し
い
新
春

を
迎
え
、
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

こ
と
し
は
亥
の
年
、
猪
は
ブ
タ
に

似
た
牙
の
あ
る
野
獣
で
十
二
支
中
最

終
の
年
で
あ
り
ま
す
。
昔
か
ら
の
諺

に
「
猪
突
猛
進
」
と
い
う
こ
と
ば
が

あ
り
ま
す
が
、
猪
の
よ
う
に
突
進
す

る
と
方
向
転
換
が
で
き
な
い
く
ら
い

勢
い
よ
く
前
進
す
る
さ
ま
を
い
っ
た

も
の
で
、
い
い
意
味
で
解
釈
す
る
と

こ
と
し
は
「
飛
躍
的
発
展
を
す
る
在

と
い
え
ま
し
ょ
う
。
ふ
る
さ
と
昭
和

も
ま
さ
し
く
そ
の
よ
う
な
幕
開
け
と

い
っ
て
も
よ
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ

う
か
。
何
故
な
ら
ば
フ
ル
操
業
の
は

瀬

金

じ
ま
る
釜
無
工
業
団
地
や
流
通
セ
ン

タ
ー
か
ら
の
昭
和
バ
イ
パ
ス
の
全
線

が
開
通
し
、
ま
た
中
央
自
動
車
道
東

京
l
西
宮
線
の
全
線
が
開
通
し
文
字

ど
お
り
高
速
時
代
に
入
っ
た
感
が
い

た
し
ま
す
。
更
に
ま
た
、
昭
和
バ
イ

パ
ス
の
先
端
に
は
文
化
の
殿
堂
県
民

文
化
ホ
i
ル
が
落
成
し
中
央
か
ら
香

り
高
い
芸
術
文
化
の
公
演
が
ど
ん
ど

ん
入
り
込
ん
で
き
ま
す
。
そ
の
ど
真

中
に
お
か
れ
た
ふ
る
さ
と
昭
和
で
あ

り
ま
す
。
産
業
経
汽
教
育
文
化
の

上
に
少
な
か
ら
ぬ
影
響
を
も
た
ら
す

こ
と
は
必
至
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

人
口
も
ま
た
一
万
人
台
に
増
加
す

る
の
も
間
近
で
あ
り
田
園
都
市
化
が

急
迫
し
地
方
の
時
代
、
文
化
の
時
代

の
昭
和
町
の
飛
躍
的
発
展
を
象
徴
す

る
に
ふ
さ
わ
し
い
感
が
い
た
し
ま
す
。

こ
と
し
は
西
条
一
区
に
新
設
普
通
高

等
学
校
の
建
築
や
押
原
小
学
校
創
立

造

百
年
祭
を
期
に
第
二
小
学
校
の
建
築

工
事
も
始
ま
る
年
に
な
ろ
う
か
と
思

い
ま
す
。
私
た
ち
教
育
委
員
会
は
こ

れ
ら
の
こ
と
を
し
フ
か
り
と
ふ
ま
え
、

や
が
て
昭
和
町
の
担
い
手
と
な
る
青

少
年
の
人
づ
く
り
と
、
教
育
文
化
の

振
興
に
懸
命
に
が
ん
ば
ら
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
と
痛
感
し
て
お
り
、
決
意

か
新
た
に
誓
い
合
っ
て
お
り
ま
す
臼

ま
た
三
年
後
に
開
催
さ
れ
る
「
か
い

じ
国
体
」
ボ
ク
シ
ン
グ
会
場
地
と
し

て
成
功
さ
せ
る
よ
う
ム

l
ド
の
盛
り

あ
が
り
に
努
力
い
た
し
ま
す
。

町
民
憲
章
の
一
つ
に
「
文
化
を
育

て
豊
か
な
町
守
つ
く
り
」
「
心
と
体
を

き
た
え
明
る
い
町
、
つ
く
り
」
を
目
標

に
豊
か
な
教
育
文
化
の
向
上
に
小
さ

な
情
熱
を
燃
や
し
活
力
と
そ
し
て
お

ふ
く
ろ
の
ぬ
く
も
り
を
忘
れ
な
い
ふ

る
さ
と
、
つ
く
り
に
共
ど
も
手
を
た
ず

さ
え
て
前
進
す
る
こ
と
を
誓
い
年
頭

の
あ
い
さ
つ
と
い
た
し
ま
す
。
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今年は i 

わたしたちの年です O 」

小宮山二三 男さん

昭 22. 6. 3生西条二区

人生70年の折返し地点であり、男

人生蚊路の年である。これからの

1日1日が50代、 60代の自分の

生業を決める犬切な日々であるこ

とを自覚し、社会に対する責任も

痛感するところである。

我が故郷瞬間丁も町政施行11年が

過ぎ、地域変貌が激しい中、 10年

2昨後の長期展望をもった行政執

行を切に希望したい。

秋山 勝さん
明 44.7. 6生紙漉阿原

現世に生を受け 6回の亥年を迎え

感無量です。同年輩の国の犠牲者

を思う時、本当に気の毒に思いま

す。今だに戦艦大和はヲ|揚られな

いまま、 2、3千人の同志は冷た

い海の底で白骨。現世の若人に一

言申し上げたい事は、現世を作っ

たのは前記犠牲者、老人の我慢の

結果です。町長、職員共に吾々老

人簡止面に配慮され感謝し益々の

発展を祈念します。

二抱負と町ヘ一言二

小淳ひろ美さん
昭 34. 9. 3生 飯 喰

年女、 24歳、 1人の女から妻に、
そして母親にと変わってもおかし
くなし冶人生の中での節目の時だ
と思います。
でも、いくつになっても、女とし
ての優しい思いやりと、自分に正
直に生きるというととだ、けは、い
つまでも持ち得ていたいと思いま
す。
毎日、のんびりと笑いながら学校
へ通えることのできる、ゆったり
とした大らかな、落ちつきのある
町であってほしいと思います。

弘
高橋 豊さん

大 12. 4. 10生河西

淵塗矢の如し、年月は人を待たず

このよい社会繍止の充実した昨今、

亥年生れのづ注達とれから身心共

に健康で、和を持って変り行く知

育の環境に、したりつつ心若くし

て益々家業に励みたいと思います。

計画性のある町営事業を望みますD

:義

清水利浩くん
昭 46.11.17生紙漉阿原

今年はぼくらの生まれたいのしし

年です。何事に対しても、いのし

しのように一生けん命にぶつかり

やりとげていきたいと思います。

町へのお願いは、夜歩く人が安全

なように御燈をふやして、道路が

山下譲ニさん

昭 10. 2.20生河東中島

今年は、「猪年」いよいよ人生半

ばを過ぎ我々は、「生」を好むに

せよ好まざるにせよ-.e.との世に

生まれたιu:あくまで進取的に人

聞としての真価を発揮し、ひいて

は己の人格を高め実力を養い進ん

で町に対しても責務を充分に果さ

なけれJまならない。
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一
名
が
大
人
の
仲
間
入
り

八
西
条
一
区

V

高
遠
洋
幸
、
堀
之
内
生
弐
平
川
政
弘

志
村
雅
透
、
塩
沢
さ
っ
き
、
深
川
洋

子
、
永
田
克
美
、
佐
野
敏
枝
-
赤
池

英
巳

八
西
条
二
区

V

遠
藤
元
子
、
有
泉
和
彦
、
望
月
恵
美

子
、
依
田
貴
雄
、
上
杉
索
、
高
野
幹

子
、
田
島
美
佐
江
、
深
津
ゆ
か
り
、

金
丸
ま
ゆ
み
、
若
尾
敏
人
、
戸
逼
寿

へ
戸
建
啓
子
、
海
野
健
司
、
五
十

嵐
勝
、
深
川
圭
子
、
河
西
菊
美
高

、々
N
H
a

広町和昭

野
雅
人
、
深
津
昌
利
小
宮
山
久
美

子
、
清
水
資
子
、
深
沢
ま
す
み
、
依

田
伸
也
、
深
沢
正
樹
、
渡
部
浩
、
深

沢
修
、
立
川
ひ
ろ
み
、
望
芹
裕
文
、

古
屋
晶
子

八
清
水
新
居

V

内
田
鉄
・
角
高
野
美
金
丸
ゆ
か
り
、

五
味
正
広
、
永
井
志
の
、
三
井
幸
子
、

伊
藤
浩
人

八
西
条
新
田

V

志
村
恵
子
、
福
島
美
智
代
、
雨
宮
昭

太
郎
、
清
水
直
子
、
中
沢
ゆ
き
子
、

(5)昭和58年 1月発行

12月2日、押越制玄土樹茎画整理事業

の起工式が現場内で大勢の関係者の出席

のなか盛大に行われました。

この事業は、町村では県下初の試みで、

今年の 3月下旬には未来のモデ、ノL市街地

として生まれ変わることでしょう。

窪田会長によるクワ入れ

内
藤
包
有
福
島
常
雄

八

押

越

V

小
宮
山
匡
弘
、
依
田
晃
二
、
海
野
朋

美
内
藤
英
子
、
岸
本
牧
、
海
野
弘
握

八
河
東
中
島

V

志
村
由
美
佐
野
純
子
、
深
沢
政
仁
、

荻
野
稔
直
-
柳
沢
緑
、
渡
辺
栄
、
望

月
祥
江
、
石
原
正
人
、
鷹
野
一
恵
、

樋
口
豊
美
-
矢
島
靖
己
、
山
崎
一
也
、

八
紙
漉
阿
原

V

花
形
千
と
せ
、
神
宮
寺
利
公
、
五
味

孝
至
、
植
松
昇
、
伊
藤
秀
司
石
原

仁
美
秋
山
宍
田
中
教
彦
、
花
形

武
彦
、
鷹
野
良
一

八
築
地
新
居

V

赤
池
秀
子
、
田
中
章
、
松
木
久
、
田

中
文
江
、
武
内
守
、
深
津
昭
広
、
三

井
孝
、
東
舘
恵
美
機
部
き
よ
み

八

飯

喰

V

高
野
光
司
、
名
執
太
平
、
山
本
信
、

堀
内
害
訟
旧
、
島
津
浩
二
、
今
沢
伸
池
内

井
口
加
保
理

八

河

西

V

五
味
利
仁
、
樋
口
書
、
高
山
弘
子
、

石
原
貴
衣
子
、
渡
辺
弘
一
、
石
原
恵

子
、
岩
波
弘
文

八

上

河

東

V

上
田
千
受
大
久
保
哲
也
、
望
月
汽

佐
野
真
咲
、
井
上
由
紀
子
、
保
坂
浩

八
上
河
東
二
区

V

佐
々
木
恵
子
、
本
村
勝
ヘ
鈴
木
充

ハ
敬
称
略
)

二
十
年
、
一
口
に
い
っ
て
も
、
た

い
そ
う
長
い
も
の
で
す
。

し
か
し
、
そ
の
二
十
年
の
う
ち
で

私
が
自
分
自
身
を
曲
が
り
な
り
に
も

一
人
の
人
格
と
し
て
意
識
し
、
行
動

す
る
よ
う
に
な
っ
て
か
ら
ま
だ
、
数

年
と
い
う
と
こ
ろ
で
す
が
、
そ
の
頃

は
、
二
十
才
に
な
る
と
い
う
と
と
を

何
か
人
生
の
大
き
な
関
門
の
よ
う
に

考
え
て
い
た
よ
う
に
思
い
、
そ
こ
を

石原正人さん

河東中島

過
ぎ
る
と
、
今
ま
で
と
は
ま
っ
た
く

別
の
世
界
が
広
が
る
よ
う
に
感
じ
て

い
ま
し
た
。

今
、
私
は
現
実
に
、
成
人
式
を
迎

え
る
こ
の
時
に
、
そ
の
頃
の
気
持
を

呼
び
起
こ
し
、
感
慨
を
新
た
に
し
て

い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
は
、
私
は
成
人

と
見
な
さ
れ
、
私
に
対
す
る
社
会
の

見
方
は
次
第
に
変
化
が
あ
る
か
も
し

れ
ま
せ
ん
。
成
人
と
い
う
認
識
に
つ

い
て
、
あ
る
種
の
焦
燥
感
も
感
じ
た

り
し
ま
す
が
、
私
も
社
会
の
一
員
と

し
て
の
責
任
と
い
っ
た
も
の
を
自
覚

し
行
動
し
て
い
く
つ
も
り
で
す
。

二
十
歳
(
は
た
ち
)
の
声

私
も
い
よ
い
よ
二
十
歳
、
嬉
し
い

よ
う
な
、
淋
し
い
よ
う
な
気
持
ち
で

す
。
で
も
責
任
を
感
じ
ま
す
。
人
生

に
は
い
ろ
い
ろ
な
節
が
あ
り
ま
す
。

学
校
の
入
学
、
卒
業
-
社
会
人
と
し

て
の
巣
立
ち
、
で
も
一
番
大
切
な
の

は
二
十
歳
の
区
切
り
だ
と
思
い
ま
す
。

そ
れ
ま
で
は
少
し
位
の
わ
が
ま
ま
は

許
さ
れ
、
ス
タ
ー
ト
前
の
靴
の
紐
は

取
替
ら
れ
ま
す
。
し
か
し
、
成
人
式

ん

島
さ
中

あ
順

由↓ー志

回
回
固

ロ
ロ
ロ

を
迎
え
大
人
の
仲
間
入
り
し
た
以
上

一
人
の
人
間
'
と
し
て
、
行
動
に
も
言

葉
に
も
音
荏
を
持
た
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。

私
は
、
高
校
を
卒
業
し
て
す
ぐ
社

会
に
出
て
、
ま
も
な
く
二
年
に
な
り

人
生
と
い
う
も
の
が
だ
ん
だ
ん
判
る

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
失
敗
し
て
も

積
極
的
に
行
動
し
、
自
分
自
身
で
会

得
し
た
こ
と
が
一
番
尊
い
も
の
だ
と

思
い
ま
す
。
勿
論
一
度
に
た
く
さ
ん

の
こ
と
は
出
来
ま
せ
ん
が
、
自
分
の

能
力
に
応
じ
た
範
囲
で
青
春
と
マ
ッ

チ
さ
せ
な
が
ら
、
一
生
懸
命
頑
張
り

た
い
と
思
い
ま
す
。
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盛
況
だ

っ
た
三
大
ま
つ
り
グ

十
一
月
二
十
一
日
、
恒
例
の
第
十

八
回
町
文
化
祭
、
第
四
回
公
民
館
ま

つ
り
が
中
央
公
民
館
を
主
会
場
に
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

報広町和昭

ご協力をいただき、ありがとうございました。 ; 
募金の総額は、 786，948円で、内訳は次のとおり i
です臼戸別募金333，091円、大口募金 203，000円i
街頭募金その他 250，857円、以上の内、 10，000円;
以上の拠出者は、大松工期場、深川屋商庖胤岡 l
島ファミリコ、ょっちゃん食品胤釜無金属工業 1
協同組合、名執組、品川工事捕、の七企業でしたoj

自慢の大正琴も披露

文
化
祭
は
、
各
部
の
練
習
の
成
果

を
発
揮
す
る
場
と
し
て
毎
年
行
っ
て

い
る
も
の
で
、
講
堂
で
は
、
芸
能
発

表
を
中
心
に
、
あ
ざ
や
か
な
衣
裳
に

自
慢
の
の
ど
や
踊
り
な
ど
を
披
霞

和
室
で
は
、
町
内
一
を
決
め
る
囲
碁

将
棋
大
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
各
展
覧
会
場
に
は
、
絵
画
、

書
道
、
盆
栽
、
生
花
、
短
歌
、
写
真

な
ど
数
多
く
の
力
作
が
展
示
さ
れ
、

公
民
館
前
広
場
で
は
、
た
こ
、
飛
行

機
の
作
り
方
教
室
、
婦
人
会
の
会
員

さ
ん
に
よ
る
お
で
ん
、
甘
酒
な
ど
の

屋
台
も
で
て
祭
り
を
盛
り
上
げ
ま
し

た。
一
方
、
恒
例
の
農
業
ま
つ
り
も
こ

れ
と
同
時
に
行
な
わ
れ
、
新
鮮
な
秋

野
菜
の
品
評
会
や
展
示
即
売
会
な
ど

を
実
施
し
ま
し
た
。

農
業
ま
つ
り

農
産
物
品
評
会
入
賞
者

(
敬
称
略
)

・
峡
中
振
興
事
務
所
長
賞

野

中

武

(

阿

原

)

花

芯

園
峡
中
農
業
改
良
普
及
所
長
賞

神
宮
司
一
男
(
阿
原
)
甘
ラ
ン

掴
県
農
業
研
究
官
連
合
会
長
賞

角
野
英
雄
(
西
条
一
区
〉
カ
キ

・
甲
府
地
区
農
業
研
究
会
長
賞

小
池
徳
次
(
阿
原
〉
野
沢
菜

圃
各
品
目
別
最
優
秀
者

ハ
敬
称
略
〉

野
中
武
(
阿
原
〉
花
芯
山
口
成
之

(
中
色
巴
結
球
白
菜
鷹
野
忠
利

(
飯
喰
〉
大
根
神
宮
寺
一
男
ハ
阿

原
)
甘
ラ
ン
堀
之
内
一
郎
(
西
条

一
区
)
ホ

l
レ
ン
草
今
沢
佳
幸

(
飯
喰
)
カ
リ
フ
ラ
ワ
ー
保
坂
貞

雄
(
上
河
東
)
ネ
ギ
雨
宮
範
雄

(
中
島
)
里
芋
田
中
満
ハ
築
地
)

キ
ュ
ウ
リ
角
野
英
雄
(
西
条
一
区
)

カ
キ
花
形
武
男
(
阿
原
)
水
稲

小
池
徳
次
(
阿
原
)
野
沢
菜

囲
碁
将
棋
大
会
の
結
果

(
敬
称
略
)

-
囲
碁

A
級

優

勝

B
級

優

勝

・
将
棋

A
級
優
勝
鷹
野
清
文
ハ
中
島
〉

宮
原
勝
(
河
西
〉

山
本
一
行
(
河
西
〉

; みんなで守ろう身延線 : 

身延線を守る会;

; エネルギー問題が国駒課題となっている折;

;公共生活交通機調、身延線の果たす役割は、今;

?後ますます?重要になってきております。 ー

よ しかし、このほど静岡鉄道管理局の昭和5~手よ
: 3月1日実施の合理化計画によりますと、身延:

:線本数の削減や国母、常永両駅の無人化などが:

;明らかになりました。 : 

ー 国母釜無両工業即血誘致企業の完全操業も近+

ふく、本町も大きく発展しようとしており、この 4
;ような時に、この訪画はまさに地域発展の動き;

;に逆行すると同時に地獄住民利用者にとって安;

;全サービスの低下をもたらすものです。 ; 

。 このような観点から、私たちは、とぞ、ってこ?

。の合理化訪函に反対活動を厨菊するとともに、 ふ

;行政、事業所、学校、一般住民のご理解をいた:

:だき、より利便性の高い私たちの生活路線であ:

;ります身延線を守っていきましょう。 : 

体
力
の
限
界
に
挑
戦

なかなか手こ、わいなあー

押
中
強
歩
大
会

第
三
十
二
回
押
中
強
歩
大
会
か
去

る
十
一
月
二
十
二
日
行
わ
れ
ま
し
た
。

男
女
合
わ
せ
三
百
八
十
七
名
が
参

加
、
女
子
は
八
時
四
十
五
分
、
男
子

は
八
時
五
十
五
分
に
そ
れ
ぞ
れ
押
中

グ
ラ
ン
ド
か
ら
ス
タ
ー
ト
、
釜
無
川

サ
イ
ク
リ
ン
グ
ロ

l
ド
一
周
二
十
五
、

六
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
に
挑
戦
し
ま
し
た
。

結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
。

ハ
敬
称
略
〉

女
男
子

一

位

板

橋

明

好

三

年

A
組

タ
イ
ム
二
時
間

O
O分
三
十
秒

二

位

磯

部

規

二

年

D
組

タ
イ
ム
二
時
間

O
一
分
二
十
三
秒

三

位

望

月

裕

史

一

年

A
組

十
一
時
間

O
四
分
十
九
秒

タ
イ
ム

行きはよいよい、帰りは・・・・

-R女
子

一

位

佐

野

明

美

二

年

B
組

タ
イ
ム
二
時
間
十
七
分
三
十
二
秒

二

位

井

上

千

春

一

年

C
組

タ
イ
ム
二
時
間
二
十
分
十
秒

三

位

長

倉

真

由

美

一

年

A
組

タ
イ
ム
二
時
間
二
十
二
分
十
七
秒
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⑨ 程日の
A

令
官⑨ 説 明

入
所
で
き
る
基
準

〉

'v

、、み品時
、

あ

ぬ

@
命
令
家
か

昭
和
五
十
八
年
度
の
保
育
所
入
所
希
望
者
の
受
付
を
、
一
月
十
七
日
か
ら

二
十
七
日
ま
で
役
場
福
祉
課
で
行
い
ま
す
。
入
所
申
請
の
受
付
は
、
福
祉
課

に
お
い
て
常
時
行
っ
て
い
ま
す
が
、
四
月
入
所
に
お
い
て
は
こ
の
期
間
内
に

手
続
き
し
て
下
さ
い
。

こ
れ
に
先
が
け
、
上
記
日
程
で
説
明
会
を
開
催
致
し
ま
す
の
で
、
入
所
希

望
者
は
出
席
く
だ
さ
い
。
な
お
、
説
明
会
に
出
席
で
き
な
い
方
は
、
各
保
育

所
か
、
役
場
福
祉
課
に
入
所
申
請
書
が
用
意
し
て
あ
り
ま
す
の
で
早
め
に
申

請
す
る
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。
入
所
条
件
、
申
請
手
続
は
次
の
と
お
り
で
す
。

不
明
等
に
よ
り
保
育
す
る
も
の
が
い

な
い
場
合

④
母
親
が
病
気
で
あ
っ
た
り
、
心
身

に
障
害
が
あ
ヲ
た
り
出
産
の
前
後
一
で

あ
っ
た
り
す
る
た
め
に
、
そ
の
児
童

の
保
育
を
す
る
も
の
が
い
な
い
場
合

⑤
長
期
に
わ
た
る
病
人
や
心
身
に
障

害
の
あ
る
人
が
い
る
た
め
、
母
親
が

い
つ
も
そ
の
看
護
に
あ
た
っ
て
お
り
、

そ
の
児
童
の
保
育
が
出
来
な
い
場
合

入
所
申
請
の
手
続
き

入
所
申
請
さ
れ
る
場
合
は
、
児
童

一
人
に
つ
き
一
枚
の
保
育
所
入
所
申

請
書
を
作
成
し
、
そ
れ
ぞ
れ
に
該
当

す
る
書
類
を
添
付
し
て
提
出
し
て
下

さ
い
。ω給

与
所
得
者
(
常
勤
の
場
合
)

昭
和
五
十
七
年
分
源
泉
徴
収
票

保育所別定員数

ををし①

中国 農業研修生帰国 ti三露
~者るが

水稲やそ菜の栽培技術を学ぶため本町を訪れていた中毒がた昼

醜業研倣バ半年間の研修を終え胡20日帰国じま 222要
した。 f 雀

それに先立ち州、特公民館講堂で5人の送別会が 2易Z房
町長や受け入れ農家の人など90人余州席して行なわ E合量得
れました。~ 日

町齢来賓者の憾のあと、研佐を代表して醐 za基
さんが「本町で麟号したこを今後の中国の農業にいかし愛 育を

ていきたい口J~，お礼のことばを述べられ~受け入れ農を
家のみなさんと思い出などを語り合っていました。~③育をは②

愛両がしな母
&親でてれ親
者のきいてが
e い な る 日 昼

ずいた常問

主審問暴露
が そ事で
死 の以児
亡 児外童
、 童のと

行 の仕か
方 保事け

60名|押原地区

60名|常永地区

ハ
給
与
支
払
豊
口
書
〉
ま
た
は
、
そ

の
写
し
、
民
生
委
負
の
証
明
書

※
夫
婦
共
働
、
ぎ
の
場
合
は
、
両
方
の

給
与
証
明
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

仰
事
業
所
得
者
(
商
庖
経
営
等
〉

昭
和
五
十
八
年
度
所
得
税
確
定
申

告
の
控
え
ま
た
は
、
税
務
署
の
発
行

す
る
所
得
税
納
税
証
明
書
、
民
生
委

員
の
自証
明
書

制
給
与
報
告
書
の
と
れ
な
い
人

昭
和
五
十
七
年
度
町
民
税
及
び
固

定
資
産
税
の
謀
税
額
証
明
書
ハ
役
場

税
務
課
発
行
〉
。
民
生
蕃
員
の
-
証
明
書

。

ωt例
に
お
い
て
、
脳
和
五
十
八

年
一
月
一
日
現
在
昭
和
町
以
外
に
住

ん
で
い
た
方
は
、
前
住
所
地
の
市
町

村
民
税
の
納
税
通
知
書
ま
た
は
課
税

額
証
明
書
が
必
要
で
す
。
ま
た
、
書

類
は
入
所
を
希
望
す
る
児
童
の
父
母

祖
父
母
の
も
の
も
必
要
で
す
。

。
入
所
に
つ
い
て
は
、
福
祉
課
に
ご

相
談
く
だ
さ
い
。

60名|上河東地区

土
地
や
建
物
を

売
っ
た
と
き

税
の
ひ
ろ
ば

子
供
が
大
き
く
な
っ
て
、
勉
強
部

屋
が
欲
し
い
と
か
、
転
勤
で
家
を
売

ら
ざ
る
を
得
な
い
と
い
う
よ
う
な
こ

と
は
よ
く
あ
る
こ
と
で
す
。
そ
し
て
、

新
居
に
移
る
に
は
、
引
越
や
挨
拶
ま

わ
り
な
ど
何
か
と
あ
わ
た
だ
し
い
も

の
で
す
ね
。
そ
こ
で
忘
れ
が
ち
な
の

が
税
金
の
こ
と
。

土
地
や
建
物
を
売
っ
た
場
合
、
収

入
金
額
か
ら
そ
の
不
動
産
の
取
得
費

と
、
仲
介
手
数
料
な
ど
売
る
た
め
の

費
用
を
差
し
引
い
て
残
っ
た
金
額
譲

渡
所
得
〉
に
税
金
が
か
か
り
ま
す
。

し
か
し
、
自
分
の
住
ん
で
い
た
土

地
や
建
物
を
売
っ
た
場
合
や
、
土
地

や
建
物
を
収
用
さ
れ
た
と
き
な
ど
は
、

税
金
が
安
く
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

住
ん
で
い
た
建
物
や
敷
地
を
売
っ

た
と
き
は
、
譲
渡
所
得
金
額
が
三
千

万
円
ま
で
な
ら
確
定
申
告
を
す
る
と

税
金
が
か
か
り
ま
せ
ん
。
こ
の
特
別

控
除
は
、
売
手
と
買
手
の
関
係
が
親

子
や
夫
婦
な
ど
特
別
の
間
柄
で
な
い

と
と
や
、
住
ま
な
く
な
っ
た
日
か
ら

三
年
た
っ
た
日
の
年
末
ま
で
に
売
る

と
と
が
条
件
に
な
っ
て
い
ま
す
。

詳
し
く
は
最
寄
り
の
税
務
署
へ
ご

相
談
く
だ
さ
い
。
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⑨⑥  
⑤⑨  

報広町和昭

ll行政相談I結
婚
し
て

間
も
な
く
、

今
住
ん
で
い
る
場

所
に
移
り
四
カ
月

に
な
り
ま
す
。
最

近
妊
娠
し
て
い

る
こ
と
が
分
か
り

ま
し
た
が
、
実
家

の
母
も
姑
(
し
ゅ

う
と
め
)
も
遠
万

に
お
り
、
そ
の
上
、

近
所
に
親
し
い
知

人
も
い
な
い
の
で

い
ろ
い
ろ
分
か
ら

な
い
こ
と
が
多
く

て
困
っ
て
い
ま
す
。

妊
娠
と
出
産
の
手

続
き
な
ど
に
つ
い

て
教
え
て
く
だ
さ

れ
V

引
ヲ
越
し
て
間
も
な
い
な
じ

の
薄
い
町
で
、
初
め
て
の
子

供
を
出
産
す
る
の
は
、
何
か
と
不
安

が
多
い
も
の
で
す
。
近
ご
ろ
は
核
家

族
が
増
え
て
い
る
こ
と
も
あ
っ
て
、

お
尋
ね
の
よ
う
な
手
続
き
上
の
問
い

合
わ
せ
が
多
く
な
っ
て
い
ま
す
。

健
康
な
赤
ち
ゃ
ん
を
生
み
、
育
て

る
た
め
に
は
、
母
親
は
妊
娠
に
気
付

い
た
時
か
ら
、
心
身
の
健
康
、
毎
日

の
生
活
な
ど
に
つ
い
て
、
医
師
や
保

健
婦
の
適
切
な
指
導
を
受
け
る
こ
と

が
大
切
で
す
。

妊産婦と

行政の

パイプ役

八
妊
娠
し
た
ら
ま
ず
妊
娠
届

V

妊
娠
し
た
と
思
っ
た
ら
、
医
師
の

診
察
を
受
け
、
は
っ
き
り
し
た
時
点

で
妊
娠
届
に
必
要
事
項
を
記
入
し
、

持
境
保
健
課
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

妊
娠
届
は
、
担
当
行
政
機
関
が
保
健

指
導
室
行
う
た
め
妊
産
婦
の
把
握
に

必
要
な
も
の
で
す
。

八
妊
産
婦
と
行
政
を

結
ぶ
母
子
健
康
手
帳

V

妊
娠
屈
を
出
し
ま
す
と
、
母
子
健

康
手
帳
が
交
付
さ
れ
ま
す
。

母
子
健
康
手
帳
は
、
妊
娠
、
出
産

お
よ
び
育
児
に
つ
い
て
の
一
貫
し
た

健
康
記
録
で
あ
る
と
と
も
に
、
保
健

指
導
の
基
礎
容
認
佐
な
る
も
の
で
す
。

ま
た
、
こ
の
手
帳
は
役
場
保
健
課

に
動
嘱
さ
れ
て
い
る
母
子
健
康
管
理

カ
l
ド
な
ど
と
の
関
係
か
密
接
に
保
-

ち
、
妊
産
婦
と
行
政
機
関
と
の
パ
イ
…

プ
役
争
果
た
し
ま
す
む

一
例
を
挙
げ
ま
す
と
、
妊
娠
屈
を

出
し
、
母
子
健
康
手
帳
の
交
付
を
受

け
る
と
、
一
役
場
保
健
課
か
ら
健

康
診
査
や
母
親
学
級
の
通
知
が
き
た

り
、
保
健
婦
や
助
産
婦
な
ど
が
家
庭

訪
問
を
し
て
妊
娠
中
の
注
意
を
与
え

た
り
、
相
談
に
の
っ
た
り
し
ま
す
。

妊
娠
や
出
産
に
当
た
り
、
不
安
な

こ
と
、
分
か
ら
な
い
こ
と
は
、
遠
慮

な
く
役
場
保
健
課
に
問
い
合
わ
せ
て

く
だ
さ
い

U

駅
夜
寒
そ
ば
の
立
喰
し
て
ひ
と
り

内
藤
ふ
く
次

寒
き
夜
白
き
包
帯
巻
き
か
え
て

輿
石
さ
だ
代

猫
膝
に
甘
え
鳴
き
す
る
夜
寒
か
な

小

林

彦

三

幼
子
の
ぐ
づ
り
眠
ら
ぬ
夜
寒
か
な

中

沢

静

代

o 0 
ο 口)

車
月
を
育
て
始
め
て
十
三
年

河
酉
の
市
川
さ
ん

り
を
す
る
人
が
減
っ
た
と
は
い
え
、

新
昭
和
皐
月
会
が
結
成
さ
れ
い
ろ
い

ろ
な
展
示
会
へ
出
品
す
る
な
ど
活
躍

し
て
い
ま
す
。

現
在
は
仕
立
て
鉢
、
化
粧
鉢
を
あ

わ
せ
て
七
百
銭
培
養
中
の
も
の
が

五
百
本
あ
り
、
品
種
に
す
る
と
約
六

百
五
十
種
に
も
及
ぶ
と
い
う
こ
と
で

す。
「
皐
月
は
、
育
成
が
簡
単
で
早
く

美
し
い
花
が
見
ら
れ
る
の
で
、
誰
に

で
も
楽
し
く
盆
栽
守
つ
く
り
が
出
来
ま

す
よ
ほ
と
、
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
も
、
数
多
く
の
素
晴
ら

聞
酎
臨
今
回
は
、
毎
年
六
月
に
は

間
関
蹴
美
し
い
花
を
咲
か
せ
人
々

の
目
を
楽
し
ま
せ
て
く
れ
る
皐
月

を
育
て
つ
づ
け
て
い
る
河
酉
の
市

川
光
男
さ
ん
を
紹
介
し
ま
し
ょ
う
。

い
つ
と
な
く
美
し
い
花
に
魅
せ

ら
れ
皐
月
に
興
味
を
持
っ
た
市
川

さ
ん
が
、
本
格
的
に
皐
月
。
つ
く
り

を
始
め
た
の
は
、
今
か
ら
十
三
年

前
の
こ
と
で
当
時
は
、
皐
月
ブ
ー

ム
で
今
の
十
倍
か
ら
二
十
倍
の
高

値
、
そ
れ
を
機
会
に
実
益
を
兼
ね

て
始
め
た
そ
う
で
す
。

そ
の
頃
に
く
ら
べ
て
皐
月
づ
く

夫
留
守
の
夜
寒
テ
レ
ビ
見
る
と
な
く

伊

藤

春

江

寡
婦
と
な
る
友
の
繰
り
言
夜
寒
か
な

高

野

久

枝

夜
寒
さ
や
朱
肉
の
惨
む
契
約
書

清

水

博

文

帰
る
子
を
待
つ
や
夜
寒
に
風
呂
焚
き
て

井
上
ま
さ
江

会
果
て
て
夜
寒
の
道
を
小
走
り
に

磯

部

信

与

ド
ア
越
し
の
夜
寒
の
ベ
ッ
ト
犬
病
め
る

松

岡

満

子

調
髪
の
襟
に
泌
み
入
る
夜
寒
か
な

上

田

栄

月

白
壁
の
塀
の
長
き
を
行
く
夜
寒

河

田

好

子

し
い
皐
月
を
育
て
あ
げ
る
こ
と
を
期

待
し
て
い
ま
す
。
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報

進
役
と
な
り
、
特
色
を
生
か
し
た
ふ

る
さ
と
、つ
く
り
に
取
り
組
み
活
動
し

て
い
ま
す
。

「
子
供
さ
ん
か
ら
お
年
寄
り
の
皆

時

記

ょ
う
で
す
。

恵
万
と
は
、
中
国
か
ら
伝
わ
っ
た

十
干
十
二
支
の
思
想
に
根
ざ
す
も
の

で
、
そ
の
年
の
干
支
ハ
え
と
)
に
よ

。-J~を

広町

よ河東

昭

育践う ー

軒町二ふるさとづくり二
区を楽と
役上 し の
員 河 み ふ
及東 なれ
び で が あ
諸 はら い
団、 学 を
体 社習 い
が 会 を
推 教 実 そ

和(9)昭和58年 1月発行

オセロゲームてA、れ合いを

日
本
善
行
会
表
彰

小
野
間
宣
子
さ
ん

ハ
河
西
〉

小
野
間
さ
ん
は
、
子
ど
も
ク
ラ
ブ

が
発
足
以
来
現
在
ま
で
の
長
期
間
に

わ
た
り
、
も
く
も
く
と
地
域
の
青
少

年
健
全
育
成
活
動
や
指
導
に
努
力
し

て
き
た
こ
と
が
高
く
評
価
さ
れ
十
一

月
十
九
日
明
払
梅
宮
に
お
い
て
、
日

本
善
行
会
か
ら
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

高
校
生
の
社
会
参
加
活
動

グ
ル
ー
プ
表
彰

国
間
友
バ
ン
ド
グ
ル
ー
プ

代

表

堀

内

修

己

君(
新
田
〉

音
楽
を
愛
好
す
る
高
友
守ハ
ン
ド
グ

ル
ー
プ
ば
、
パ
ン
ド
の
練
習
を
か
さ

ね
社
会
参
加
活
動
と
し
て
地
域
の
夏

祭
り
等
で
発
表
し
た
勇
気
と
努
力
が

認
め
ら
れ
、
十
一
月
二
十
五
日
山
梨

県
高
等
学
校
P
T
A指
導
者
、
生
活

指
導
員
中
央
研
究
集
会
で
表
彰
さ
れ

ま
し
た
。

二
十
一
名
に
修
了
証
書

手
話
講
習
会

九
月
か
ら
十
一
回
に
わ
た
っ
て
開

催
さ
れ
て
い
た
手
話
講
習
会
が
、
十

一
月
十
五
日
を
も
っ
て
修
了
し
ま
し

た
。

青春をロックに向けて

熱心に学ぶ受講生

基
礎
的
な
手
話
法
を
、
手
話
サ
ー

ク
ル
「
こ
ま
く
さ
」
の
会
員
の
み
な

さ
ん
に
指
導
し
て
も
ら
い
、
こ
の
講

習
会
で
二
十
一
名
に
修
了
証
書
、
記

念
品
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
実
ろ
う
あ
者
の
よ
き

理
解
者
、
よ
き
友
人
と
し
て
の
ご
活

躍
を
期
待
し
ま
す
。
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実施日時 1月12日{水)午前8時30分~午前9時 30分

場 所中央公民館自駐車場

※料金は 450円です。前もって回覧を致しますので、

希望者は申込んで下さい。

報広町和昭

日時

場所

1月18日(対午後 1時~午後2時30分

中央公民館

昭和55年10月1日~昭和56年3月31日まで

の出生児

携行品母子健康手帳、歯についての質問票

毎日使っているコ'ツプと歯ブラシ

実施日時

場所

該当児

※当日印鑑をお持ち下さ

|不版協同
日時 1月14日陰)

場所旧役場前

※収集車がくるまで飼主
もいっしょにいて下さ

日 程 曜日 内 容 地 区

1月 6日 木 もえる物 全地区

7日 金 ガラス類 rノ

10日 月 もえる物 11 

13日 木 H 11 

17日 月 11 fノ

19日 水 金属類 西条地区

20日 木 もえる物 全地区

21日 金 金属類 押原・常永

24日 月 もえる物 全地区

27日 木 H 11 

31日 月 1/ λソ

杭月戸端物，補腕

※午前8時30分までに指定の場所へ出して下さい。

| 乳 児 ぎ

実施日時 1月26日休) 午後1時-2時

勝 L食指導午後2時--2時30分

中央公民館

日訴口57年8月1日~昭和57年11月30日までの出生児

母子健康手帳

所
児
品

当

行

場
該
携 携行品母子健康手帳、食べものについての臨環

竺j
間 検診場所

中央公民館前

上河東公会堂
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1月26日は、 第29回文化財防火デーですO 昭和2A年 1月26日は法

隆寺の金堂壁画を焼失した日です。そこでこの日を「文化財防火デー」

と定め、毎年全国的に消防訓練な どを行っていますc

尊い文化財を後世に伝えることは、私たちの責任です。一人ひと

りが防災に心がけ文化財を火災から守りましょ う。

火防財文 化

1: 45 

3: 00 

婚

氏

名

佐

野

正

文

'

久
保
田
さ
と
み
¥

栗

原

勝

'

望

月

勝

子

、

山

崎

曹

司

'

藤

本

典

子

、

佐
久
間
嘉
和

依
田
る
み
子
、

田

中

和

弘

'

鎌

倉

昭

子

、

輿

石

吾

郎

'

青
柳
三
枝
子
、

長

沢

武

彦

'

野
沢
か
ほ
る
、

幡

野

明

裕

'

小

林

亮

子

、

高

橋

信

幸

'

山

下

敏

子

、

堀

内

三

男

'

荻
原
万
喜
子
、

牛

島

平

生

'

芦

沢

桂

子

、

望

月

正

喜

'

伊

藤

陽

子

、

野

沢

稔

'

橘

田

悦

子

、

竹

中

洋

'

中
村
み
ゆ
き
、

藤

田

正

彦

'

増

子

幸

子

、

F

唱
¥
?
ず
吟
/
守
4
/ヤ
4
/
守
A
/守
4
/
F

・4
4
/
園、

← 

昭
和
五
十
七
年
十
月
五
日
以
降

(
敬
称
略
)

姻
住

河
東
中
島

築
地
新
居

清
水
新
居

築紙
漉
阿
原

築
地
新
居

西
条
一
区

押清
水
新
居

上
河
東
二
区

西
条
二
区

飯上

河

東

西
条
二
区

西
条
二
区 4

・

4
・

4
・

4
・

所

議望吉矢志伊
丹 原 口 村 藤

草委雲望祭実
』
¥
『
/
刷、
./刷
、
.
〆
R
-
/刷、
.
/
刷
、
.
/
司
・

A

¥dノ

西
条
二
区

¥.../ 

河清
水
新
居

出

生

氏

名

保

護

告

志

村

直

樹

武

夫

小

松

洋

松

男

志

村

久

美

仁

深

沢

あ

ゆ

美

君

美

平

山

雅

嗣

忠

藤

田

幸

子

裕

司

石

原

裕

理

稔

永

山

典

子

健

中

村

亮

和

男

伊

藤

晃

子

一

広

山

下

和

仁

光

雄

山

下

和

則

光

雄

長

由

美

香

茂

前

田

和

孝

、

豊

小

林

理

紗

二

一芙

三

井

秀

男

真

吉

古

川

敦

子

=
喜

勝

村

松

夏

威

平

隆

夫

一一

面

茜

浩

島

津

友

紀

達

正

蒔

田

直

樹

和

重

小

泉

舞

政

俊

山

田

卓

勤

石

原

啓

保

天

神

戸

真

梨

子

哲

雄

黒
田

裕

美

幸

夫

地越喰

住

所

西
条
一
区

西
条
新
田

河
東
中
島

西
条
二
区

河

西
上
河
東
二
区

上
河
東
二
区

河
東
中
島

押

越

押

越

河
東
中
島

河
東
中
島

西
条
一
区

西
条
新
田

押

越
西
条
一
区

西
条
二
区

西
条
二
区

西
条
二
区

上
河
東
二
区

紙
漉
阿
原

西
条
二
区

上
河
東
二
区

押

越
西
条
二
区

築
地
新
居 西

弘、.-'"、.庁、.ノ宮、


